
１区 藤木選手 ２区 土方主将 ３区 青木選手 ４区 茂原選手 10区 小中選手（産経新聞提供）（産経新聞提供） ７区 蜂屋選手 ６区 江島選手８区 殿地選手
（産経新聞提供）（産経新聞提供）

９区 長谷選手
（産経新聞提供）（産経新聞提供）

５区 浦野選手 （産経新聞提供）（産経新聞提供）

「１年目から大舞台で走れた
のは大きな経験。課題を今後
に生かし、チームの柱になれ
るよう成長する」

「総合７位という結果は非常
にうれしい。来シーズンはこ
の１年以上の結果を残してい
く」

「区間賞獲得はならなかった
が、シード権を獲得できうれし
い。３大駅伝での区間賞獲得と
トラックでの活躍を目指す」

「個人では思うような結果が
残せず、悔しい。シーズンを
通してリベンジを果たす」

「沿道の声援が力になった。
来年度は３大駅伝での後輩の
大活躍を期待したい」

「駅伝の難しさ、自身の力不
足を実感した。経験を生か
し、チームに貢献する走りを
していく」

「沿道の声援が粘りの走りに
つながった。来年度は今年度
以上の結果を残してほしい」

「今回は自分の仕事を果たす
ことができた。来年度は『３
強崩し』をしてほしい」

区間10位 区間７位 区間６位 区間14位 区間12位 区間12位 区間12位 区間13位

「区間賞、シード権の獲得ができ
てうれしい。強い国学院を築くた
めチームの先頭に立ち、走りで示
していく」

「アンカーとして皆の思いを背
負って走り、シード権獲得を果
たせた。３大駅伝全てで最高順
位を更新し、新たな歴史を刻ん
でほしい」

区間13位

平
成
か
ら
新
元
号
へ

迎
え
る
時
代
の
節
目

亥
年
特
集

　

平
成
最
後
の
年
が
明
け
た
。「
己
つ
ち
の
と
い
亥
」の
今
年
は
、天
皇
陛
下
が
４
月
30

日
に
退
位
さ
れ
、皇
太
子
殿
下
が
翌
５
月
１
日
に
即
位
さ
れ
る「
御
代
替

わ
り
」の
年
と
な
る
。年
内
は
皇
位
継
承
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

が
続
き
、日
本
は
平
成
か
ら
新
元
号
へ
移
り
変
わ
る
時
代
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
。

　

転
換
期
と
い
え
ば
、
国
内
経
済
で
は
消
費
税
率
の
８
％
か
ら
10
％
へ

の
引
き
上
げ
が
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
景
気
へ
の
影
響
や
増
税
分

の
使
い
道
と
な
る
社
会
保
障
の
在
り
方
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
国
内
政
治
で
は
統
一
地
方
選
や
参
院
選
が

控
え
て
お
り
、
国
民
一
人
一
人
が
選
択
を
問
わ
れ
る
一
年
に
も
な
る
。

　

新
年
を
飾
る
今
号
で
は
「
亥
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
の
国
内
最
高
峰
で
あ
る
プ
ロ
リ
ー
グ
「
Ｂ
リ
ー
グ
」
で
活
躍
す

る
亥
年
生
ま
れ
の
院
友
、
岡
田
慎
吾
選
手
（
平
18
卒
・
114
期
経
）
に
新

年
の
抱
負
を
伺
っ
た
ほ
か
、
小
川
直
之
文
学
部
教
授
に
民
俗
学
の
視
点

か
ら
干
支
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

【
４
、
５
面
に
関
連
記
事
】

　

「
平
成
最
後
」
の
年
を
迎
え
、
日
本
列
島
の
至
る
所
で
平
成
の
30

年
を
振
り
返
る
企
画
が
多
く
な
っ
た
。
区
切
り
を
迎
え
る
平
成
の
時

代
を
回
顧
し
つ
つ
、
新
し
い
時
代
へ
の
期
待
感
も
あ
っ
て
近
年
に
は

な
か
っ
た
一
年
の
始
ま
り
だ
▼
平
成
の
30
年
間
で
成
人
式
の
様
子
も
変

化
を
し
て
き
た
。
過
去
の
新
聞
記
事
を
紐
解
く
と
、
堅
苦
し
い
式
典
か

ら
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
1
9
9
0
年
代
初
頭
、
新
成
人
の
私
語
や
携
帯
電
話
の
使
用
が
目
立

ち
、
式
典
の
妨
害
行
為
ま
で
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
２
０
０
０
年
代
と

時
代
に
よ
っ
て
見
出
し
が
変
わ
る
▼
昨
年
は
、
晴
れ
着
業
者
が
突
如
休

業
。
新
成
人
が
晴
れ
着
を
着
ら
れ
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
▼
こ
う

し
た
中
、
今
年
は
バ
ブ
ル
世
代
の
親
か
ら
娘
へ
と
振
り
袖
を
受
け
継
ぐ

「
マ
マ
振ふ
り
」
に
注
目
が
集
ま
る
。
バ
ブ
ル
期
に
成
人
式
を
迎
え
た
母
親

た
ち
の
振
り
袖
は
高
品
質
で
あ
る
こ
と
も
要
因
だ
と
い
う
▼
一
方
で
、

青
森
県
西
目
屋
村
で
は
、
昨
年
夏
に
予
定
し
て
い
た
成
人
式
を
延
期
。

さ
ら
に
、
13
人
の
新
成
人
の
日
程
調
整
が
折
り
合
わ
ず
昨
年
12
月
、
式

典
の
開
催
を
断
念
し
た
と
い
う
。
過
疎
化
が
進
ん
だ
平
成
と
い
う
時

代
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
だ
▼
「
志
こ
こ
ろ
ざ
しを
立
て
て
以
て
万
事
の
源
と
為な

す
」。
幕
末
の
教
育
者
で
多
く
の
偉
人
を
育
て
た
吉
田
松
陰
が
、
元
服

を
迎
え
た
い
と
こ
に
贈
っ
た
「
士
規
七
則
」
の
一
節
だ
。
平
成
最
後
と

な
る
１
２
５
万
人
の
新
成
人
に
は
、
次
代
を
担
う
誓
い
を
立
て
、
新
し

い
時
代
の
扉
を
自
ら
の
手
で
押
し
開
い
て
ほ
し
い
。

　

平
成
最
後
の
箱
根
駅
伝
。「
歴
史

を
変
え
る
挑
戦
」
と
挑
ん
だ
陸
上
競

技
部
が
大
学
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
。

　

１
月
２
、
３
日
に
22
校
と
オ
ー
プ

ン
参
加
の
関
東
学
生
連
合
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
第
95
回
東
京
箱
根
間
往
復

大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
で
、

陸
上
競
技
部
は
過
去
最
高
の
７
位
に

入
り
、
７
大
会
ぶ
り
に
シ
ー
ド
権
を

獲
得
し
た
。
総
合
優
勝
は
東
海
大

学
、
２
位
は
青
山
学
院
大
学
。

５
区
浦
野
選
手
が
区
間
新

強
豪
校
お
さ
え
３
位

　

１
年
生
１
人
、
３
年
生
４
人
で
挑

ん
だ
往
路
。
１
区
で
藤
木
宏
太
選
手

（
神
文
１
）
が
、
最
後
ま
で
上
位
集

団
に
食
ら
い
つ
き
10
位
と
健
闘
。
２

区
・
土
方
英
和
主
将
（
健
体
３
）、

３
区
・
青
木
祐
人
選
手
（
経
ネ
３
）

が
強
豪
校
の
エ
ー
ス
格
と
肩
を
並
べ

力
走
し
、
一
時
は
２
位
集
団
ま
で
順

位
を
押
し
上
げ
た
。

　

４
区
・
茂
原
大
悟
選
手（
史
３
）か

ら
６
位
で
た
す
き
を
受
け
た
浦
野
雄

平
選
手（
経
営
３
）は
、本
学
初
と
な

る
区
間
新
・
区
間
賞
の
快
走
で
、５
連

覇
を
狙
う
青
山
学
院
大
な
ど
を
抜
き

去
り
３
位
で
芦
ノ
湖
の
ゴ
ー
ル
を
駆

け
抜
け
た
。

（
最
終
面
に
続
く
）

４
年
生
４
人
堅
実
な
走
り
で

シ
ー
ド
奪
還

　

目
標
と
し
た
総
合
８
位
以
内
を
目
指
す
復
路
は
、
当
日

の
メ
ン
バ
ー
変
更
で
１
年
生
１
人
、
４
年
生
４
人
を
配

置
。
６
区
・
江
島
崚
太
選
手
（
経
４
）
以
外
は
初
め
て
の

箱
根
と
な
っ
た
が
、
順
位
を
４
つ
落
と
し
た
も
の
の
大
崩

れ
す
る
こ
と
な
く
、
大
手
町
ま
で
た
す
き
を
つ
な
い
だ
。

　

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
予
選
会
を
４
位
で
突
破
し
た
本

学
。
３
年
生
の
土
方
主
将
を
中
心
に
、「
歴
史
を
変
え
る

挑
戦
」
を
掲
げ
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
昨
年
は
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
１
万
㍍
な
ど
各
種
目
で
学
内
記
録
が
次

々
に
更
新
さ
れ
、
全
日
本
大
学
駅
伝
で
は
過
去
最
高
の
６

位
に
入
っ
た
。

　

レ
ー
ス
後
の
報
告
会
で
は
、
今
年
３
月
で
定
年
退
職
を

迎
え
る
大
森
俊
夫
部
長
（
人
間
開
発
学
部
教
授
）
が
「
46

年
間
指
導
を
し
て
き
て
指
導
者
冥
利
に
尽
き
る
。
素
晴
ら

し
い
お
祝
い
を
も
ら
っ
た
」
と
感
慨
深
げ
。

　

前
田
康
弘
監
督
は
「
卒
業
生
の
思
い
が
よ
み
が
え
っ
て

く
る
。
強
い
選
手
に
立
ち
向
か
っ
て
く
れ
、
素
晴
ら
し
い

選
手
に
恵
ま
れ
た
と
感
じ

た
。
来
年
は
も
っ
と
高
い

と
こ
ろ
を
目
指
し
て
戦
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

む
と
、
土
方
主
将
は
「
歴

史
を
変
え
る
挑
戦
が
よ
う

や
く
始
ま
っ
た
。
来
年
が

勝
負
。
３
位
を
目
指
し
た

い
」
と
初
と
な
る
出
雲
・

全
日
本
・
箱
根
の
３
大
駅

伝
全
出
場
へ
向
け
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
た
。

区間 氏　名 所属 区間順位 総合順位

１区 藤木　宏太 神文１ 10 10

２区 土方　英和 健体３ ７ ６

３区 青木　祐人 経ネ３ ６ ５

４区 茂原　大悟 史　３ 14 ６

５区 浦野　雄平       経営３ １ ３

区間 氏　名 所属 区間順位 総合順位

６区 江島　崚太 経　４ 13 ４

７区 蜂屋　瑛拡 法　４ 12 ６

８区 殿地　琢朗 健体１ 12 ６

９区 長谷　勇汰 史　４ 12 ６

10区 小中　駿祐 経　４ 13 ７
（敬称略）

第95回箱根駅伝（個人結果）
順位 大学名 総合タイム
1 東 海 大 10時間52分09秒

2 青山学院大 10時間55分50秒

3 東 洋 大 10時間58分03秒

4 駒 澤 大 11時間01分05秒

5 帝 京 大 11時間03分10秒

順位 大学名 総合タイム
6 法 政 大 11時間03分57秒

7 国 学 院 大 11時間05分32秒
8 順 天 堂 大 11時間08分35秒

9 拓 殖 大 11時間09分10秒

10 中央学院大 11時間09分23秒

以上、シード権獲得（以下略）

第95回箱根駅伝（総合順位）

過去最高の総合７位
歴史を変えた ―箱根駅伝

復  路

往  路

吹切 佳太主務（神文4） 「先輩方に結果で恩返しができた。今後も自分たちの可能性を信じて挑戦してほしい」

区間１位・区間新

K:DNA 12019

K:DNA　　創立136年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

祭　儀 ■ 月次祭　２月１日（金）　午前10時　神殿　■ 建国記念祭　２月11日（月・祝）午前11時　神殿
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萱
が
く
れ　

低
き
祠

ホ
コ
ラ
は
、
洗
ひ
米ヨ

ネ

　
　

霰
の
如
く
散
り
て　

凍コ
ヾ

れ
る

（「
水
の
上
」）

釈　

迢
空

「
春
の
お
と
づ
れ
」

K : D N A最終面から Ⅰ面／箱根駅伝　Ⅱ面／ K-SPIRITS　ローラーホッケー部、全学応援団ブラスバンド部

主な内容 ２面／次期学長に針本文学部教授　３面／ウガンダ代表団が来校
４・５面／亥年特集　注目の院友「プロバスケットボール選手・岡田慎吾選手」　６面／インフォダイジェスト

時　代：室町時代・15～16世紀か 

　一木から作られた一対の男神像・女神像です。仏像は、多くの場合、一定の決まりに従っ

て作成されるため、その姿からどの仏であるか判断することができます。一方で神像は、特

定の決まりがないものが多いため、祀られていた場の情報がなくなると、神名の特定がしづ

らくなります。本資料の神名も明らかではありませんが、近年の調査の過程で、男神像に梅

の紋が描かれていることがわかりました。 

ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

今月の資料

男神像・女神像
No.19
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次期学長に針本文学部教授
　

国
学
院
大
学
は
、
現
職
の
赤
井
益
久
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
次
期
学
長
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
針
本
正
行

文
学
部
教
授
を
、
昨
年
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事

会
で
次
期
学
長
に
選
任
し
た
。
任
期
は
、
今
年
４
月
１

日
か
ら
４
年
間
。

　

次
期
学
長
選
挙
の
投
票
は
、
赤
井
益
久
文
学
部
教

授
、
針
本
正
行
同
教
授
の
２
候
補
に
対
し
て
11
月
21
日

に
行
わ
れ
た
。
即
日
開
票
の
結
果
、
有
効
投
票
数
の
３

分
の
２
以
上
の
得
票
を
獲
得
し
た
候
補
者
が
な
く
再
投

票
と
な
っ
た
。

　

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た
再
投
票
の
結
果
は
、
針
本
候

補
２
０
３
票
、
赤
井
候
補
１
７
６
票
（
投
票
総
数
３
８

２
票
、
有
効
投
票
数
３
７
９
票
、
無
効
投
票
数
３
票
）

で
、
有
効
投
票
数
の
過
半
数
を
獲
得
し
た
針
本
候
補
が

当
選
し
た
。

針
本
正
行
（
は
り
も
と
・
ま
さ
ゆ
き
）

　

昭
和
26
年
生
ま
れ
。
67
歳
。
49
年
国

学
院
大
学
文
学
部
文
学
科
卒
業
、
54
年

国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
後
期
単
位
取
得
満
期
退
学
。
平
成

８
年
国
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授
、
12

年
同
教
授
、
21
年
４
月
文
学
部
長
（
25

年
３
月
ま
で
）、
21
年
４
月
学
校
法
人

国
学
院
大
学
理
事
、
国
学
院
大
学
学
長

職
務
代
理
者
（
在
任
中
）、
23
年
4
月

国
学
院
大
学
副
学
長
（
在
任
中
）。

　

専
門
は
、
平
安
時
代
文
学
。
博
士

（
文
学
）。

　平成31年度の本学一般入学試験の出願受
け付けが１月４日から始まった。大学入試
センター試験利用入試Ｖ方式（Ⅰ期）は18
日、一般入試Ａ日程は21日、同B日程は２月
18日、大学入試センター試験利用入試Ｖ方
式（Ⅱ期）は３月２日まで出願を受け付ける
（当日消印有効）。
　本学ではＷＥＢ出願、受験票印刷、合格発
表までを集約した「UCARO（ウカロ）」を
利用している。出願には、UCAROへの会員
登録（無料）が必須となる。

平成31年度　
一般入試出願始まる

　国学院大学図書館では、イタリアのマルチ
ャーナ図書館所蔵「フラ・マウロのマッパム
ンディ」の複製をアジアで初めて購入した。
この作品は、15世紀に描かれた世界地図で、
原寸大の複製品は世界に99点しかない。図の
東端に「ジパング」を記した最初の世界地図
として知られている。
　昨年12月からは、広く学生らの目に触れる
ようにと、同作品を渋谷キャンパス若木タワ
ー地下１階に展示している。

アジア初購入　
中世の世界地図を展示

　歳旦祭（斎主・大野靖仁神殿奉斎員・神道
研修事務部長）が、１月１日午前11時から
渋谷キャンパスの神殿で執り行われた。坂口
𠮷一理事長、赤井益久学長をはじめ、本法人
傘下諸学校の役教職員、学生らが参列し、今
年一年の平安と、本法人の隆昌を祈念した。
その後、有栖川宮記念ホールで直会（新年祝
賀会）が開催された。
　坂口理事長は、「実りの多い一年、成果の
出る年とすべく『オール国学院』を胸に、各
教育機関の教職員が一体となって邁進してい
かねばならない。建学の精神を基に個性ある
教育研究を推し進め、時代の中核を担う人材
を育成する教育機関として、その特色を大い
に社会に発信していきたい」と挨拶した。
　また、昨年12月23日には平成最後となる
天長祭が執り行われ、理事長、学長以下役教
職員が参列した。

歳旦祭を斎行

１
団
体
と
９
人
が
受
賞

30
年
度
第
１
回
学
生
部
長
賞

　

学
生
部
は
平
成
30
年
度
第
１
回
学
生
部

長
賞
を
１
団
体
と
９
人
に
贈
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
同
賞
は
課
外
活
動
で
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
、
本
学
の
名
を
大
い
に
高

め
た
学
生
に
贈
ら
れ
る
。
表
彰
の
対
象
と

な
る
の
は
昨
年
９
月
末
ま
で
の
成
績
。
10

月
以
降
は
第
２
回
の
選
考
対
象
と
な
る
。

表
彰
式
は
３
月
に
実
施
予
定
。

　

受
賞
団
体
・
個
人
（
敬
称
略
）
は
別
表

の
通
り
。

●団　体
団体名 対象事項

卓球部 第88回全日本大学総合選手権大会　団体の部女子団
体ベスト８ （創部以来初）

●個　人
氏名（所属） 対象事項

谷口　友星（法３） クラウドファンディングで資金を募り、南アフリカ共
和国のスラム街に図書館を建設

浦野　雄平
（経営３・陸上競技部）

第21回世界大学クロスカントリー選手権大会　日本
代表　個人６位
団体男子銀メダル　混合金メダルに貢献

相田　勇司
（法１・柔道部）

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会　男子66㎏級
優勝
世界ジュニア選手権日本代表選出

長澤　大雅
（健体２・柔道部）

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会　男子81㎏級
準優勝

島田　隆志郎
（健体３・柔道部） 全日本学生柔道体重別選手権大会73㎏級　 準優勝

川村　啓真
（経１・硬式野球部） 東都大学野球春季１部リーグ　新人賞

伊藤　雅人
（経ネ３・硬式野球部）東都大学野球春季１部リーグ　ベストナイン（三塁手）

小川　龍成
（健体２・硬式野球部）東都大学野球春季１部リーグ　ベストナイン（遊撃手）

鎌仲　純平
（健体３・硬式野球部）東都大学野球春季１部リーグ　ベストナイン（外野手）

柔道部・島田隆志郎選手 硬式野球部・伊藤雅人選手
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第

回
14

皇
典
講
究
所
初
代
所
長
・
山
田
顕
義

◉

・
歌
学
・
有
職
を
中
心
と
し
た
国
学
の
枠

を
超
え
て
、法
律
・
政
治
・
経
済
を
も
包

含
し
た
総
合
的
観
点
か
ら
、我
が
国
の

国
柄
を
研
究
し
て
い
く
方
向
性
を
示
し

た
。同
時
に
教
育
面
で
は
神
職
養
成
を

主
た
る
目
的
と
し
て
き
た
同
所
を
、広

く
国
家
・
社
会
に
役
立
つ
有
為
の
人
材

を
育
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
を
標
榜
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
皇
典

講
究
所
は
山
田
を
所
長
に
招
く
べ
く
請

願
し
、翌
年
１
月
に
山
田
も
こ
れ
に
応

え
て
初
代
所
長
に
就
任
し
た
。

23
年
７
月
、
山
田
の
発
意
に
よ
り

「
国
史
・
国
文
・
国
法
」
を
考
究
し
、

海
外
百
科
の
学
も
網
羅
・
兼
修
し
て
、

知
育
と
徳
育
と
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と

を
謳
っ
た
「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
が

公
示
さ
れ
、
同
年
11
月
に
開
院
式
が
執

り
行
わ
れ
た
（
来
年
は
国
学
院
設
立
１

３
０
年
に
あ
た
る
）。
な
お
、
こ
れ
と

並
行
し
て
国
法
を
軸
に
教
授
す
る
日
本

法
律
学
校
（
日
本
大
学
）
が
山
田
を
中

心
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

周
知
の
通
り
山
田
は
軍
人
・
政
治
家

で
あ
っ
て
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
一

貫
し
て
〈
教
育
〉
を
重
要
と
す
る
視
点

は
注
目
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
そ
う
し
た

山
田
の
〈
教
育
〉
へ
の
見
識
と
信
念
が

本
学
の
学
問
・
教
育
の
進
む
べ
き
方
向

を
明
確
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教

髙
野
裕
基

　

山
田
顕
義
は
長
州
藩
（
現
・
山
口

県
）
の
出
身
で
あ
る
。
同
藩
の
吉
田
松

陰
に
師
事
し
、
松
陰
の
没
後
は
高
杉
晋

作
ら
と
尊
皇
討
幕
運
動
を
展
開
し
た
。

山
田
は
山
縣
有
朋
や
前
原
一
誠
ら
と
と

も
に
有
能
な
軍
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
が
、
一
方
で
幕
末
期
の
長
州
藩
に
お

け
る
御
楯
隊
時
代
に
は
、
兵
式
訓
練
だ

け
で
な
く
論
語
・
孟
子
・
詩
経
・
士
規

七
則
な
ど
を
隊
員
に
講
習
さ
せ
て
い
た

こ
と
か
ら
、〈
教
育
〉
を
重
視
し
た
人

物
で
あ
っ
た
。

　

岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
た
際
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
関
心
を
も
っ
て
以
降
は
法
律

研
究
を
志
し
、
帰
朝
後
の
明
治
７
（
１

８
７
４
）
年
か
ら
は
司
法
行
政
に
携
わ

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
18
年
に
成
立

し
た
第
一
次
伊
藤
博
文
内
閣
で
は
、
初

代
司
法
大
臣
と
な
っ
た
。

　

皇
典
講
究
所
と
山
田
と
の
関
係
は
草

創
期
に
遡
り
、15
年
の
同
所
創
立
を
内

務
卿
と
し
て
支
援
し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
後
、司
法
大
臣
と
し
て
憲
法
発
布

や
議
会
開
設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
っ
た
山
田
は
、21
年
12
月
に
皇
典
講

究
所
で
催
さ
れ
た
晩
餐
会
の
席
上
に

お
い
て
、憲
法
発
布

や
議
会
開
設
を
ひ
か

え
た
状
況
下
で
、日

本
文
化
の
究
明
を
担

う
皇
典
講
究
所
の
有

す
る
責
任
の
大
き
さ

を
説
い
た
。そ
し
て
、

山
田
が
自
ら
筆
を
と

り
、当
日
配
布
さ
れ

た「
皇
典
講
究
所
改

正
ノ
件
」で
は
、従
来

の
神
道
・
律
令
・
国
史

国
学
院
の
学
問
と
教
育

山田顕義

　

ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
代
表
団
が

昨
年
12
月
12
日
、
本
学
を
訪
れ
坂
口
𠮷

一
理
事
長
ら
と
懇
談
し
た
。
ウ
ガ
ン
ダ

は
、
来
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
長
野
県
立
科
町
を
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
い
て
、
陸
上
競
技
選
手
が
本

学
厚
生
寮
「
蓼
科
寮
」
に
滞
在
し
合
宿

を
す
る
予
定
。

　

今
回
来
日
し
た
の
は
カ
テ
ン
デ
・
セ

マ
ク
ラ
・
デ
ビ
ッ
ド
国
家
ス
ポ
ー
ツ
審

議
会
事
務
局
長
補
佐
と
、
ビ
ア
ト
リ
ス

・
ペ
イ
シ
ェ
ン
ス
・
ア
ヤ
コ
ル
同
国
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
副
会
長
ら
。
坂
口

理
事
長
は
、「
ウ
ガ
ン
ダ
陸
上
競
技
チ

ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
が
国
学
院
大
学
の
施

設
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
こ
の
上
な
く
う

れ
し
い
」
と
挨
拶
。
カ
テ
ン
デ
氏
は

「
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
学
術
交
流
へ

の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
」
と
応
じ

た
。

　

同
国
代
表
団
は
、
米
村
匡
人
立
科
町

長
ら
と
共
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
視
察

し
た
の
ち
、
同
町
へ
移
動
。
町
内
の
陸

上
競
技
施
設
な
ど
を
視
察
し
た
。

　

本
法
人
と
同
町
は
11
月
、
相
互
連
携

お
よ
び
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
と
ウ

ガ
ン
ダ
の
陸
上
競
技
中
長
距
離
種
目
選

手
ら
の
宿
泊
先
と
し
て
蓼
科
寮
を
提
供

す
る
た
め
の
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

ウ
ガ
ン
ダ
代
表
団
が
来
校

坂
口
理
事
長
ら
と
懇
談

ゼミ成果発表会を初開催
経済学部

　

経
済
学
部
で
は
、
ゼ
ミ
に
お
け
る
学
び
の

成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
問
題
意
識
を
共

有
し
よ
う
と
、
昨
年
12
月
16
日
、
ゼ
ミ
成
果

発
表
会
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
め
て
開
催

し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
統
一
テ
ー
マ
の
「
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
」
に
関
連
し
た
研
究
発
表
を
「
高

齢
化
に
伴
う
新
し
い
市
場
の
開
拓
」（
橋
元

ゼ
ミ
）
な
ど
６
つ
の
ゼ
ミ
が
行
っ
た
。

　

分
科
会
で
は
４
つ
の
教
室
に
分
か
れ
、
20

を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
ゼ
ミ
活
動

を
通
じ
て
学
び
を
深
め
て
き
た
成
果
を
発
表

し
た
。
発
表
会
に
は
、
１
年
生
を
中
心
に
約

4
5
0
人
の
学
部
生
ら
が
参
加
。
１
年
生

は
、
今
後
の
学
修
や
研
究
の
課
題
、
道
筋
を

見
い
だ
そ
う
と
熱
心
に
先
輩
た
ち
の
発
表
を

メ
モ
に
取
っ
て
い
た
。

　スロベニアのリュブリャナ大学名誉教授
で、本学大学院の短期招聘研究員として来日
中のアンドレイ・ベケッシュ氏を講師に迎え
た文学部講演会が昨年12月20日、渋谷キャ
ンパスで行われた。
　ベケッシュ氏は、日本、朝鮮半島、ベトナ
ムが中国の影響を受け漢字を受容してきた歴
史から、韓国語や朝鮮語では今はハングル
を、ベトナムもローマ字を使用するまでの変
遷を紐解いた。
　その上で三者三様の歩みの中で漢字を使い
続けている日本の文字文化について考察し
た。

文学部講演会
アジアの漢字文化の歴史を
紐解く

　「国学院大学学報」は、本学のニュー
スや学生・院友（卒業生）・教職員の活
躍をお届けする機関紙（年11回発行、
８月は休刊）です。定期購読をご希望の
方は、広報課まではがき、FAX、メール
でご連絡ください（年間購読料：500円
〈税込み・送料含む〉）。連絡先は、１面
参照。

本学の機関紙を
定期購読してみませんか？

　平成30年度の日本労働ペンクラブ賞（日
本労働ペンクラブ主催）の受賞者が発表さ
れ、本田一成経済学部教授の『オルグ！オル
グ！オルグ！　労働組合はいかにしてつくら
れたか』が選ばれた。
　表彰式は、１月10日に日本記者クラブ
（東京都千代田区）で開かれた同ペンクラブ
総会の中で行われ、稲葉康生代表から賞状と
副賞が贈られた。本田教授は「これからも頑
張って執筆していきたい」と喜びを語った。
　受賞作品は、業界最大の産業別組合である
「ＵＡゼンセン」のオルグ（オルガナイザ
ー）たちがチェーンストアの労働者を組織化
する過程を、緻密なインタビューに基づいて
構成されたもの。

経済学部　本田教授
日本労働ペンクラブ賞を受賞

訂正
　本誌674号（平成30年12月10日）８面
の全国高校生創作コンテスト受賞者発表
の記事で掲載した集合写真は、「地域の
伝承文化に学ぶ」コンテストの集合写真
の誤りでした。
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花
形
ポ
ジ
シ
ョ
ン

―
―
Ｂ
リ
ー
グ
は
発
足
か
ら
３
季
目
を
迎
え
、

人
気
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
季
の
展

望
は

　

チ
ー
ム
と
し
て
望
ん
で
い
る
よ
う
な
結
果
は

ま
だ
出
て
い
な
い
の
で
す
が
、
練
習
を
積
ん
で

上
り
調
子
に
し
た
い
で
す
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム

は
、
日
本
代
表
選
手
が
多
い
わ
け
で
も
、
個
人

技
に
た
け
た
選
手
が
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ト
上
の
５
人
全
員
で
ボ
ー

ル
を
回
し
て
攻
め
、
全
員
で
助
け
合
い
な
が
ら

守
る
チ
ー
ム
で
す
か
ら
、
そ
の
特
色
を
押
し
出

し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ド

（
Ｓ
Ｇ
）
は
米
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
で
活
躍
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー

ダ
ン
ら
多
く
の
有
名
選
手
が
務
め
る
花
形
。
自

身
の
武
器
は

　

Ｓ
Ｇ
に
は
点
を
た
く
さ
ん
取
れ
る
選
手
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
の
チ
ー
ム
に
は
ポ

イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
が
別
に
い
ま
す
か
ら
、
自
分

と
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ュ
ー
ト
の
う

ま
い
相
手
選
手
に
仕
事
を
さ
せ
な
い
と
い
う
守

備
的
な
プ
レ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
に
は
突
出
し
た
プ
レ
ー
の
特
徴
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

（
Ｈ
Ｃ
）
か
ら
求
め
ら
れ
る
プ
レ
ー
を
一
つ
一

つ
、
よ
り
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
遂
行
で
き
る

こ
と
が
私
の
仕
事
で
あ
り
、
武
器
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
―
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
と
の
向
き
合
い
方
は

20
代
や
30
代
前
半
と
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
か
」「
ど
う
す
れ

ば
勝
て
る
の
か
」。
今
も
、
そ
う
い
う
こ
と
ば

か
り
を
考
え
て
い
ま
す
か
ら
。
肉
体
的
に
も
年

齢
的
な
実
感
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
。
と
は
い

え
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て
し
ま
う
の
が
悩
み
で
す
。

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
自
分
に
合
え
ば
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
の
で
す
が
、
古
い
メ
ニ
ュ
ー
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
長
年
続
け
て

き
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
め
た
ら
、
体
が
駄
目

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
怖
い
ん
で
す
ね
。
自

分
自
身
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
は
難
し
い
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

―
―
Ｂ
リ
ー
グ
の
魅
力
と
は

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
で
す
。
試
合
は

他
国
の
プ
ロ
リ
ー
グ
に
比
べ
て
攻
守
の
入
れ
替

え
が
激
し
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
展
開
が
特
徴

で
す
。
試
合
前
後
の
演
出
や
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の

イ
ベ
ン
ト
は
華
や
か
で
、
会
場
で
は
ご
当
地
グ

ル
メ
も
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
試
合
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

―
―
Ｂ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
は
地
域
密
着
型
で

す
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
は

　

地
元
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
て
の
講
演
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
、
図
書
館
で
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
試
合
観
戦
を
呼
び

か
け
る
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動

は
大
切
な
仕
事
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
活
半
ば
で
決
め
た
選
手
の
道

―
―
本
学
を
進
学
先
に
選
ん
だ
理
由
は

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
小
学
１
年
か
ら
始

め
、
高
校
時
代
も
続
け
て
い
て
、
い
く
つ
か
の

大
学
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
学
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
首
都
圏
に
あ
る
大
学
チ

ー
ム
の
試
合
や
練
習
を
見
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ど
ん
な
大
学
や
チ
ー
ム
が
あ
る
か
は
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
に
言
い
ま
す

と
、
決
め
手
の
一
つ
は
、
渋
谷
に
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
こ
と
で
し
た
。
渋
谷
は
地
方
出
身
の
若

者
に
と
っ
て
憧
れ
の
街
で
す
か
ら
ね
。

―
―
学
生
生
活
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
色
に

　

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
授
業
の
単
位
を
取

る
の
に
一
生
懸
命
で
し
た
。
き
ち
ん
と
授
業
に

出
席
す
る
部
員
が
同
じ
学
部
に
多
か
っ
た
の
は

幸
い
で
し
た
。
一
人
だ
け
サ
ボ
る
わ
け
に
は
い

か
ず
、
お
か
げ
さ
ま
で
卒
業
に
必
要
な
単
位
を

３
年
ま
で
に
全
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
４
年
で

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
め
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
も
い
ろ
い
ろ
し
ま
し
た
。
一
番
気

に
入
っ
て
い
た
の
が
総
菜
店
で
す
。
お
か
ず
を

持
ち
帰
ら
せ
て
も
ら
え
た
の
で
、
一
人
暮
ら
し

の
食
事
が
助
か
り
ま
し
た
。

―
―
大
学
卒
業
後
の
進
路
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
と
し
て
の
道
を
選
ん
だ
理
由
は

　

大
学
４
年
の
と
き
、
実
業
団
の
ト
ッ
プ
選
手

た
ち
と
試
合
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
実

力
に
驚
く
一
方
で
、「
自
分
も
通
用
す
る
」
と

い
う
自
信
も
感
じ
た
の
で
す
。
当
時
、
銀
行
を

中
心
に
就
職
活
動
を
し
て
お
り
、
面
接
選
考
の

段
階
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
選
手
と
し
て

の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
―
学
生
生
活
で
の
気
づ
き
や
成
長
は

　

親
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
し
ま
し
た
。
学
費

や
家
賃
を
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
通

え
る
の
だ
し
、
実
家
で
は
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た

家
事
の
大
変
さ
も
知
り
ま
し
た
。
部
活
動
を
通

じ
て
は
上
下
関
係
の
厳
し
さ
を
学
び
、
そ
の
経

験
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
、
と
て
も
役
立

っ
て
い
ま
す
。

家
族
へ
の
感
謝
忘
れ
ず

―
―
選
手
と
し
て
の
将
来
像
は

　

必
要
と
さ
れ
る
う
ち
は
プ
レ
ー
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
40
代
で
プ
レ
ー
し

て
い
る
選
手
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
元
気
が
出

ま
す
し
、「
ま
だ
ま
だ
や
る
ぞ
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

―
―
今
年
の
抱
負
を

　

け
が
を
す
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
（
Ｃ
Ｓ
）
に
出
場
し
て
優
勝
す
る
こ
と
で

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
家
族
に
割
く
時
間
を

増
や
し
、
家
族
の
幸
せ
を
も
う
少
し
考
え
て
あ

げ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
「
パ
パ
、
ま
た
試
合
？
」
と
寂
し

い
思
い
を
さ
せ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
こ
か
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。
家
族
あ
っ
て

の
自
分
で
す
か
ら
、
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

亥

年

注
目
の
院
友

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
プ
ロ
リ
ー
グ
「
Ｂ
リ
ー
グ
」

三
遠
ネ
オ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

岡
田
慎
吾
選
手

おかだ・しんご
昭和58年９月12日生まれ、35歳。群馬県桐生市出身。身長188㎝、体重83
㎏。樹徳高校（同市）から国学院大学へ進学。卒業した平成18年、社会人ト
ップリーグのスーパーリーグに加盟するオーエスジーフェニックス（現・三遠
ネオフェニックス）に加入。プロ化されたｂｊリーグ時代の浜松・東三河フェ
ニックス（同）では３季連続（21～22年、22～23年、23～24年）でキャプ
テンを任され、チームはこの間の前２季に連覇を飾った。24年、フリーエー
ジェント（ＦＡ）権を行使して故郷の群馬クレインサンダーズへ移籍し、初代
キャプテンに。26年、再びＦＡ権を使って浜松・東三河へ復帰。チームは26
～27年に３度目の優勝を果たす。Ｂリーグ初年度（28～29年）からの参戦に
伴い名称変更した三遠の初代キャプテンとなり、昨季まで２季連続で務めた。
今季の個人成績は31試合出場、103得点、55アシスト（１月10日現在）。趣
味は釣り。家族は妻と５歳、３歳の２男。

P r o f i l e

三遠ネオフェニックス
　昭和40年、工具メーカー「オーエス
ジー」（愛知県豊川市）のバスケットボ
ール部として創部。何度か改称し、平成
28年から現チーム名に。「ネオ」は「新
しい」、「フェニックス」は伝説の鳥「不
死鳥」の意。
　11年、全日本実業団競技大会優勝。
17年、スーパーリーグ準優勝。ｂｊリ
ーグでは２連覇を含む優勝３度を誇る。
ＢリーグではB1中地区に属し、リーグ
初年度の28～29年は同地区２位でリー
グ年間王者を決めるＣＳに出場したもの
の準々決勝で敗退、昨季は同地区４位。
　現在の活動区域は、本拠地の同県豊橋
市を中心とする東三河地域と浜松市を中
心とする遠州地域からなる三遠地域。

株式会社フェニックス提供株式会社フェニックス提供

　

明
治
41
年
７
月
、
法
制
局
参
事
官
だ
っ
た
柳

田
國
男
は
宮
崎
県
椎
葉
村
を
訪
れ
る
。
村
の
入

り
口
の
中
山
峠
で
迎
え
た
の
は
村
長
の
中なか
せ瀬

淳すな
おら
だ
っ
た
。
柳
田
は
中
瀬
宅
に
５
泊
し
、

当
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
猪
猟
の
こ
と
な

ど
を
中
瀬
ら
か
ら
聞
き
、
山
村
の
暮
ら
し
を
目

の
当
た
り
に
す
る
。
そ
し
て
帰
京
後
の
明
治
42

年
に
は
、
椎
葉
村
の
狩
猟
文
化
な
ど
を
ま
と

め
、『
後
の
ち
の
狩かり
詞こと
ば
の
き
記
』
と
し
て
50
部
ほ
ど
を
自
費

出
版
す
る
。
書
名
に
あ
る
「
後
」
は
、
古
い
時

代
の
『
狩
詞
記
』
の
そ
の
後
、
鉄
砲
時
代
の
狩

り
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
本
に
柳
田
は
「
日
向

国
奈
須
の
山
村
に
於
て
今
も
行
は
る
る
猪
狩
の

故
実
」
の
副
題
を
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
１
１
０
年
ほ
ど
も
前
の
こ
と
だ

が
、
椎
葉
村
な
ど
宮
崎
県
の
山
間
部
で
は
、
冬

に
な
る
と
ジ
ビ
エ
と
し
て
の
猪
狩
り
が
現
在
も

行
わ
れ
て
い
る
。
針
葉
樹
の
植
林
な
ど
に
よ
っ

て
山
の
生
態
系
が
変
わ
り
、
時
に
猪
は
里
に
ま

で
下
り
て
き
て
畑
を
喰
い
荒
ら
す
獣
に
も
な
っ

た
が
、
椎
葉
村
を
訪
ね
た
時
に
は
、
山
で
ド
ン

グ
リ
と
蛇
を
食
べ
て
成
長
し
た
猪
の
肉
は
、
と

ろ
け
る
よ
う
に
う
ま
い
と
教
え
ら
れ
、
焼
い
た

猪
肉
を
何
度
も
ご
馳
走
に
な
っ
て
い
る
。
猪
肉

と
い
え
ば
、
臭
い
の
で
味
噌
鍋
に
し
て
と
ば
か

り
思
っ
て
い
た
が
、
猪
の
焼
き
肉
の
味
は
絶
品

と
い
え
る
。

　

猪
狩
り
の
季
節
で
あ
る
冬
は
、
こ
の
地
域
で

は
夜
を
徹
し
て
の
夜
神
楽
の
季
節
で
も
あ
る
。

そ
の
時
の
「
賄
い
」
に
村
人
た
ち
は
猪
肉
を
持

ち
寄
る
。
こ
れ
を
お
相
伴
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
椎
葉
村
の
尾
前
神
楽
な
ど
で

は
、
神
楽
の
最
初
に
「
板
お
こ
し
」
と
い
い
、

生
の
猪
頭
に
刃
物
を
当
て
な
が
ら
猪
霊
を
慰

め
、
感
謝
を
捧
げ
る
神
事
が
あ
る
。
山
か
ら
の

恵
み
で
あ
る
猪
を
獲
っ
て
食
べ
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
「
い
の
ち
」
へ
の
祈
り
を
忘
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
三
田
井
（
高
千
穂

町
）
で
は
猪
霊
を
祭
る
「
猪
掛
祭
」
を
行
わ
な

い
と
神
楽
を
始
め
ら
れ
な
い
し
、
銀
鏡
神
楽

（
西
都
市
）
や
村
所
神
楽
（
西
米
良
村
）
な
ど

に
は
、
神
楽
の
最
後
に
「
し
し
と
ぎ
り
」
と
い

っ
て
、
猟
師
が
模
擬
的
に
面
白
、
お
か
し
く
猪

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の
プ
ロ
リ
ー
グ
「
Ｂ

リ
ー
グ
」
で
戦
う
三
遠
ネ
オ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
岡

田
慎
吾
選
手
（
平
18
卒
・
114
期
経
）
は
、
日
本
国

籍
選
手
と
し
て
は
チ
ー
ム
最
年
長
の
ベ
テ
ラ
ン

で
、
昨
季
ま
で
２
季
連
続
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

て
き
た
。
Ｂ
リ
ー
グ
発
足
前
の
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
時
代

に
は
、
三
遠
の
前
身
で
あ
る
浜
松
・
東
三
河
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
の
２
連

覇
に
貢
献
。
三
遠
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
世
代
交
代
し

た
今
季
も
、
名
門
チ
ー
ム
の
精
神
的
支
柱
と
し
て

活
躍
を
続
け
て
い
る
。
岡
田
選
手
に
、
新
年
の
抱

負
や
試
合
に
か
け
る
思
い
、
在
学
中
の
思
い
出
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

２月 １日● 日本と欧州連合（EU）の日EU経済連携協定発効
24日● 天皇陛下御在位三十年記念式典

３月 29日● 英国のＥＵ離脱予定
４月 １日● 改正出入国管理法施行

７日●統一地方選前半戦投開票
21日● 統一地方選後半戦投開票
30日● 退位礼正殿の儀

５月 １日● 即位の礼（剣璽等承継の儀、即位後朝見の儀）
６月 ７日● サッカー女子ワールドカップ（Ｗ杯）開幕

（～７月７日、フランス）
28日● 20カ国・地域（Ｇ20）首脳会議（サミッ

ト）開幕（～29日、大阪市）
７月 12日●水泳世界選手権大会開幕（～28日、韓国・光州）

24日● 東京五輪まで１年
28日● 参院議員（改選組）任期満了

８月 25日● 東京パラリンピックまで１年
●柔道世界選手権大会開幕（～９月１日、東京）

31日●バスケットボールＷ杯開幕（～９月15日、中国）
９月 20日● ラグビーＷ杯開幕（～11月２日、日本）

27日● 陸上世界選手権開幕（～10月６日、カター
ル・ドーハ）

10月 １日● 消費税率８％から10％に。軽減税率導入
22日● 即位礼正殿の儀

11月 ９日● ベルリンの壁崩壊から30年
14日● 大嘗祭の主要儀式「大嘗宮の儀」（～15日）
30日● 新国立競技場完成

● 女子ハンドボール世界選手権大会開幕
（～12月15日、熊本）

12月 ３日● 米ソ首脳の冷戦終結宣言から30年
今秋 ●明治神宮ミュージアム開館

国内外の主な動き

１月 24日
25日

●後期授業終了
●学年試験（～31日）

２月 ２日●一般入試　A日程（～４日）
25日●一般入試　B日程

３月 15日● 大学院修了式
17日●卒業式
18日●スプリングセッション（～21日）

４月 １日● 文学部第二部、政治学部第一部(次年度に政
経学部と改称)開設から70年
● 教育開発推進機構発足から10年

２日●入学式（学部）
８日●授業開始
月内● 硬式野球部・東都大学野球春季リーグ開幕

５月 １日●神殿鎮座記念祭
26日● 柔道部・東京学生柔道優勝大会

６月 22日● 柔道部・全日本学生柔道優勝大会（～23日）
７月 25日●前期授業終了

26日●前期試験（～８月1日）
８月 ９日●夏季休暇（～9月19日）
９月 ２日●サマーセッション①（～5日）

９日●サマーセッション②（～12日）
20日●後期授業開始
28日● 柔道部・全日本学生柔道体重別選手権大会（～29日）
月内● 硬式野球部・東都大学野球秋季リーグ戦開幕

10月 14日●陸上競技部・出雲駅伝
20日● 柔道部・全日本学生柔道体重別団体優勝大会（～21日）

11月 ４日●創立記念日
月内●若木祭
● 陸上競技部・全日本大学駅伝

12月 26日●年内授業終了

大学・強化3部会の主な動き

山
の
恵
み
と
し
て
の「
猪
」

小
川　

直
之（
文
学
部
教
授
）

猟
の
所
作
を
演
ず
る
番
付
が
あ
る
。
狂
言
と
も

い
え
る
こ
の
番
付
は
、「
カ
ク
ラ
祭
」
と
い
う

猟
場
の
神
祭
り
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
猪

猟
の
予
祝
の
意
味
を
も
つ
と
い
え
る
。
銀
鏡
や

村
所
な
ど
で
は
、
神
楽
の
時
に
は
猟
師
が
獲
っ

た
何
頭
も
の
、
な
ま
な
ま
し
い
猪
頭
を
舞
処
で

あ
る
御
神
屋
の
神
前
に
供
え
る
が
、
こ
れ
は
猪

霊
の
鎮
魂
と
も
い
え
よ
う
。

　

人
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
猪
肉
を
穢
れ
と

は
考
え
ず
、
逆
に
聖
な
る
も
の
と
し
て
神
饌
に

し
、
猪
霊
に
祈
り
を
捧
げ
る
文
化
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
で
は
「
亥
」
の

正
体
と
さ
れ
る
猪
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う

な
他
の
動
物
に
は
な
い
、
独
自
の
文
化
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。

年
頭

コ
ラ
ム

今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で

▲村所神楽・ししとぎり
▶銀鏡神楽・ししとぎり

図書館で絵本の読み聞かせに参加する岡田選手（右奥から２人目）
［株式会社フェニックス提供］

ベテランとして求められるプレー
より高いクオリティーで遂行
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

キャリアサポートキャリア ートキャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキキキキキキキキャキキキャャャキャャャャキキキキキキキャ アャリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートーーポポーポポ トポ トポポキキキキキキキキキキキキキキキキ

  就活直前対策講座

内 「就職活動の準備に出遅れてしま
った」「準備はしているけど不安で
…」といった学生向けに、これから
でも間に合う就活の対策方法、動き
方などを伝授します。
日２月５日㈫～８日㈮
対３年生

  ＯＢ・ＯＧ訪問アドバイス会

内 各業界で活躍する先輩から、就職活
動に関するアドバイスが聞ける企画
です。残業時間や給与など、説明会
等で人事担当者には聞きづらい質問
も、先輩であれば気軽に聞け、業界
や企業の実態についてリアルに知る
ことができるはずです。
日・時２月９日㈯午後
対１～３年生
※ いずれも渋谷キャンパスで開催。詳細確認
・申し込みはK-SMAPYⅡより行って下さい

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＬＣＬＬＣＣＣＣＬＣＣＣＬＬＬ
ＴＯＥＩＣ®学内テスト

内 ＬＬＣが団体受験特別制度（ＩＰ 
:Institutional Program）として実施す
るものです。公開テストとＩＰテス
トのスコアの有効性はTOEIC主催
団体で同一とされていますが、一部
の企業、公務員採用試験、大学院入試
などによっては公開テストの結果の
提出を求められる場合もあります。
日３月12日㈫

時 14時30分集合、17時15分解散（試
験時間は２時間）
場 渋谷キャンパス（教室は試験1週間
前をめどにお知らせします）
料3500円
対学部２～４年生、大学院生
申 ２月26日㈫までに自動証紙発行機
で証紙を購入し、各キャンパスのＬ
ＬＣに提出
問▶渋谷：ＬＬＣ（百周年記念館）
　▶ たまプラーザ：ＬＬＣ　ＹＯＫＯ
ＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ（１号館）

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大大学学大学学大学学学学学学学大大大学学学学学学学学学学学大学学学学大学大学学大学大大大大大大大大大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかかかかからかかららら学 らららからかららからかかかかかかかかかかかかかかかか学か学か学学学 ららららららららららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 ののののののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

  ２・３月中の事務室開室および 
証明書自動発行機稼働日程

　２・３月中の下記事務室の開室と証
明書自動発行機の稼働日時は、渋谷・
たまプラーザキャンパスとも本学ＨＰ
を参照してください。
▶ 神道研修事務課、教務課、学修支援
センター相談室、ボランティアステ
ーション、ＬＬＣ、教職センター、
大学院事務課、学生生活課、保健
室、学生相談室、キャリアサポート
課、国際交流課、たまプラーザ事務
課、図書館、 コンピューター自習室

  平成30年度の成績通知と 
卒業者の発表

内 Ｋ-ＳＭＡＰＹⅡで発表します。４
年生は卒業判定を兼ねます。
日３月２日㈯

  国学院大学生協への出資金返還

内 生協加入時にお預かりした出資金の
返還手続きを開始します。
日３月５日㈫～
時生協事務所の営業時間内
場生協事務所（渋谷・たまプラーザ）
対今年度卒業生

問（☎03・5466・0165）
※ 生協事務所の営業時間は生協ＨＰを
参 照（http://www.kgucoop.or.jp/）

イベント

 大学院学位記授与式

内 大学院の第67回学位記授与式を以
下の通り執り行います。
日３月15日㈮
時11時～
場渋谷キャンパス常磐松ホール
問大学院事務課
　（☎03・5466・0142）
※ 13時から有栖川宮記念ホールで祝
賀会を開催します

合合 合格者向けオープンキャンパス

内 入学直前の不安を在学生が解消しま 
す。本学の情報発信を担う学生アド
バイザーが、さまざまな企画を用意
してお届けする「大学生のリアルな
生活」を紹介します（予約不要・入 
退場自由）。
日２月16日㈯
時正午～16時
場渋谷キャンパス
対本学入学試験合格者
問入学課（☎03・5466・0141）

　

語
学
を
専
攻
し
て
い
る

の
で
、
毎
日
朝
か
ら
晩
ま

で
辞
書
の
お
世
話
に
な

る
。
辞
書
が
な
け
れ
ば
何

も
で
き
な
い
。
辞
書
を
作

る
の
は
大
変
な
作
業
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
な
い
手
書
き

の
時
代
、
辞
書
を
一
冊
つ

く
る
と
人
が
一
人
死
ぬ
、

と
さ
え
言
わ
れ
た
。
編
集

者
は
日
々
こ
と
ば
と
格
闘

す
る
。
語
義
を
こ
と
ば
で

ど
う
説
明
す
る
か
、
語
義

区
分
は
ど
う
す
る
か
、
配

列
は
ど
う
す
る
か
。
し
か

も
ペ
ー
ジ
数
を
無
限
に
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

辞
書
を
一
冊
作
っ
た
と
こ

ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
研
究
業

績
か
ら
す
れ
ば
、
共
著
の

業
績
一
つ
に
し
か
な
ら
な

い
。
二
言
語
辞
書
の
場
合

に
は
、
母
語
と
外
国
語
の
双
方
に
深
く
通
じ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
語
辞
書
や
英

英
辞
書
の
よ
う
な
一
言
語
辞
書
の
場
合
に

は
、
母
語
話
者
の
鋭
い
、
時
に
は
身
勝
手
な

批
判
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

あ
る
古
い
辞
書
で
は
、
辞
書
編
纂
者
を

「
無
害
で
あ
く
せ
く
働
く
者
（harm

less 
drudge

）
」
と
シ
ニ
カ
ル
に
定
義
し
て
い

る
。
こ
の
定
義
を
知
っ
た

と
き
に
は
、
う
ま
い
な
と

思
う
と
同
時
に
、
正
直
、

切
な
い
気
持
ち
に
な
っ

た
。
無
害
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
だ
っ
て
誤
っ
た

記
述
や
説
明
を
し
た
ら
有

害
だ
か
ら
、
世
間
的
に
見

れ
ば
手
の
か
か
る
や
っ
か

い
な
仕
事
を
日
々
こ
つ
こ

つ
こ
な
し
て
い
る
人
物
に

も
う
少
し
光
を
当
て
て
、

好
意
的
な
目
を
向
け
て
い

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
た
り
し
た
記
憶
が
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
三
浦

し
を
ん
の
『
舟
を
編
む
』

は
悪
く
な
か
っ
た
。

　

私
の
考
え
で
は
、
辞
書

を
執
筆
す
る
人
こ
そ
最
も

偉
大
な
言
語
学
者
で
あ

る
。
理
論
言
語
学
の
方
面

で
脚
光
を
浴
び
る
人
も
い
る
、
社
会
言
語
学

や
言
語
人
類
学
そ
の
他
の
分
野
で
活
躍
す
る

人
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
一
般
の
人
、

言
語
学
習
者
、
コ
ト
バ
好
き
の
人
、
言
語
研

究
者
等
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
人
に
も
福
音
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
の
は
、
辞
書
作
成
者
で
あ

る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
い
。

若木が丘
だより
文学部教授

野呂 健

無
害
で
あ
く
せ
く
働
く
者

本紙へのご感想を
お待ちしています

　

「
国
学
院
大
学
学
報
」
で
は
、
読
者
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
ご
投
稿
は
以
下

の
要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

①
今
号
の
満
足
度
５
段
階
（
低
１
〜
５
高
）
②

本
紙
へ
の
ご
意
見
③
住
所
④
氏
名
⑤
所
属
な
ど

（
在
学
生
の
場
合
〈
学
科
・
学
年
〉、
保
護
者
、
院
友
〈
本
学
卒
業
生
〉、

本
学
・
本
法
人
教
職
員
、
そ
の
他
い
ず
れ
か
）
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
国
学
院
大
学
広
報
課
（
連
絡
先
は
１
面
参
照
）
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル
作
成
画
面
を
開
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
法
令
に
基
づ

い
て
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
寄
せ
に
な
ら
れ
た
原
稿
・
お
便
り
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

文学塾の講義一覧
▶日本文学科　統一テーマ：『源氏物語』
１限：『源氏物語』、何がそんなにスゴイのか？ 山田利博教授
２限：『源氏物語』を文法的に読む 小田勝教授
３限：『源氏物語』と雛祭り 服部比呂美准教授
▶中国文学科
１限： 孔子は「仁」をどのように語ったのか－注釈を通して考える－ 青木洋司助教
２限：『孫子』を読む～注釈者たちの描く「戦」のかたち 長谷川清貴准教授
３限：中国現代詩を読む～『春水』の翻訳を比較して 牧野格子准教授
▶外国語文化学科　統一テーマ：愛とは何か、多角的に考える
１限：愛の論理学 高橋昌一郎教授
２限：アメリカ文学における愛のカタチ 福井崇史准教授
３限：愛を知らなかった中国 白井重範教授
▶史学科
１限：古墳を発掘する 青木敬准教授
２限：こんなにも変わった！明治維新研究 吉岡孝教授
３限：中国の歴史展開と地理 金子修一教授
▶哲学科
１限：感性化する社会 松谷容作准教授
２限： インド人嘘つかない？－インド哲学における嘘つきのパラドックス 渡辺俊和助教

合合  「文学塾」受講生募集

内 本学文学部が主催する高校生のため 
の新たな学びの場として文学塾が開
講します。文学部５学科の専任教員
が下表のように専門性の高い内容で
講義し、「もっと深く学びたい」「も
っといろいろなことを知りたい」と
いう知的好奇心の強い皆さんの期待
に応えます。「文学部で学ぶ喜び」 
を体験してください！
日３月23日㈯
時▶１限＝10時30分～12時
　▶２限＝12時50分～14時20分

　▶３限＝14時30分～16時
場渋谷キャンパス120周年記念１号館
料無料
対高校生（教諭含む）
申 本学ＨＰ（https://www.kokugakuin. 
ac.jp/event/98599）から申込用紙
をダウンロードし、必要事項を記
入してふ（03・5466・4814）、 め
（bun_siryo@ kokugakuin.ac.jp、
件名は「文学塾受講申込」）で送
信。複数講座受講も可能。各講座の
定員に達し次第、 締め切ります。
問文学部資料室 （☎03・5466・4813）
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　４輪のローラースケートを履き、木製のスティ
ックを使ってゴム製ボールのパックを相手ゴール
に入れて得点を競う「ローラーホッケー」。国内
での認知度は高いとはいえないが、欧州ではプロ
リーグも存在するほど盛んなスポーツだ。日本代
表に選出された経験を持つ、国学院大学ローラ
ーホッケー部員の石川友

ゆ う み

望（初教４）、国分希
の ぞ み

海
（子支４）、大津拓真（健体３）の３選手に聞い
た。
　　日本代表として参加した大会は
石川選手　私と国分は、平成29年８～９月に中
国で行われた第１回ワールドローラーゲームズ
（ＷＲＧ）、昨年９月に韓国で開催された第18回
アジア選手権に出場しました。小柄な分、スピー
ドを出せたり小回りがきいたりするところが日本
の強みですが、それが通用せず、ＷＲＧでは１勝
もできませんでした。アジア選手権は、日本、イ
ンド、中国の３チーム中２位という結果でした
が、ＷＲＧに続き、ここでもインドに勝てず、悔
しかったです。
大津選手　僕は昨年のアジア選手権が初招集で、
結果は７チーム中３位。あまり出場機会がなかっ
たので悔しさが大きかったです。社会人や世界の
選手との間にある力の差を感じました。

　　大津選手は学生最後の年度を迎える
大津選手　今年スペインで開催される第２回ＷＲ
Ｇの代表選手に選ばれることと、社会人も参加す
る全日本ローラーホッケー選手権大会で優勝する
ことが目標です。今年は全ての試合に勝って、笑
顔で終えたいです。
　　大学生活でのローラーホッケーはどんな存在
国分選手　楽しいことばかりではなく、大変なこ
ともたくさんありましたが、そういうことを乗り
越え、大切に思い合える仲間ができたことは財産
です。
石川選手　「青春」そのものでした。昨年のイン
カレ優勝という形で終えることができ、学生生活
を部活動に捧げて本当によかったです。

インタビューの詳細は、本学ホームページ内「国学院メディア」に掲載。

全学応援団
３部構成で華やかに「赤紫の契り」
　国学院大学全学応援団（杉田大樹団長＝史４）
の一年を締めくくる「赤

せき

紫
し

の契り」が１月５日、
渋谷キャンパス百周年記念講堂で開かれた。会場
には多くの観客が詰めかけ、３部構成による応援
の妙技を堪能した。
　「幹部」として団を引っ張った４年生の卒業を
祝う意味も込められているイベントで、 ブラスバ
ンド部、リーダー部、 チアリーダー部ＢＵＮＮＹ
Ｓがパートごとに登場。４年生が中心となって華
やかなステージを展開し、新たに作られたブラス
バンド部のオリジナル曲「若木行進曲」も披露し
た。閉会の儀では観客とともに団員全員が校歌を
斉唱して締めくくった。
　演技を終えた杉田団長は 「初めて３部がそろっ
た代としてきついことも多かったが、悔いのない
一年にできた」と総括。団を引き継いだ細谷慶太郎
新団長（法３）は「先輩に作ってもらった３部の根
をしっかりと張る時代にしたい」と決意を語った。

世界を経験して得た大きな成長
日本代表３選手に聞く

　国学院大学全学応援団の活動を紹介する連続イ
ンタビューでトリを飾るのは、さまざまな応援シ
ーンを「音」で演出するブラスバンド部。発足４
年目の若い集団を率いてきたのは、青木未

み ほ

萌さん
（神文４）と森田光里さん（法４）の１期生２人
だ。
　楽器経験ゼロだった青木さん。「新歓で『ブラバ
ンなら初心者も可能』という説明を聞き、入団を
決意しました」という。「駅伝応援にも行かせても
らえましたし、硬式野球部の試合では、たとえ負け
たとしても『次はやってくれる』と前向きな思考で
演奏を続けてきました」と語る。実習が必須の神職
課程を履修しているため多忙を極めたが、「充実し
た４年間」と満足げ。さらに「礼儀作法など、ブラス
バンドでの経験すべてが今後の人生の役に立ちま
す」とも自負している。
　部の創設時には演奏経験のある上級生が支えて
くれたが、実質的に部を育ててきたのは１期生２
人。最上級生となって部長を任された青木さんは
「女子部員はスカートスーツ着用でしたが、寒さ

対策や動きやすさを考えパンツスーツに替えまし
た」と、この４年間の試行錯誤と成長ぶりを振り
返る。
　そんなブラスバンド部に大きな贈り物があっ
た。部を指導する松永敦さんがオリジナル曲「若
木行進曲」を作ってくれたのだ。「部員不足のた
め１年目の団祭は十分な演奏ができなかった」
（森田さん）という悔しい思いをした１期生も、
４年間の総決算である今年の「赤紫の契り」で
30分ものステージを任され卒業に花を添える形
となった。
　「応援は自分も楽しみながらでないとダメ。楽
しい気持ちがなければ選手にもお客さんにも伝わ
りません」と言い切る青木さん。「赤紫の契り」
を無事に終え、運営を後輩に引き継いだ今、大き
な達成感に包まれている。

全学応援団連続インタビュー〈下〉 ブラスバンド部

ローラーホッケー部柔道部
過去最多68校の高校生が熱戦
松尾三郎杯争奪全国選抜
高等学校柔道大会
　第32回国学院大学松尾三郎杯争奪全国
選抜高等学校柔道大会（国学院大学柔道部
主催、毎日新聞社、スポーツニッポン新聞
社後援）が昨年12月23日、たまプラーザ
キャンパス体育館で開催された。
　大会には、全国から過去最多の68校が
出場。１校５人で対戦する団体トーナメン
ト戦で進められた。決勝戦では、国士舘高
（東京）が日体大荏原高（同）を下し、
6年ぶり16回目の優勝を果たした。３位
は、作陽高（岡山）と崇徳高（広島）。優
秀選手には長谷川碧、藤永龍太郎（いずれ
も国士舘高）、平山才稀（日体大荏原高）、
高橋翼（作陽高）、福永夏生（崇徳高）の
５人が選ばれた。
　本大会は、松尾三郎元理事長のスポーツ
振興、とりわけ柔道振興に尽力した功績を
顕彰することなどを目的に毎年開催され、
柔道部員が主体となって運営している。会
場には国際規格の柔道畳が敷き詰められ、
国内トップクラスの審判員が試合を裁い
た。
　館内の柔道場では、トーナメントに敗れ
た高校同士が練習試合に励み、新年の飛躍
を胸に稽古に汗を流す姿が見られた。

自ら楽しみ「音」でエールを

――  石川友望選手（初教４）、国分希海選手（子支４）、
大津拓真選手（健体３）
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